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研究成果の概要（和文）：レプトスピラ症は熱帯途上国を中心に流行しており、しばしば重症化や致死的な転帰を引き
起こす。有効な治療薬はあるので、早期に診断、治療開始できれば速やかな回復を期待できるが、現況の診断法では感
度・特異度に問題あり、早期診断も困難である。また、こうした診断の問題点から熱帯途上国での正確な流行状況は把
握できていない。本研究では組み換え抗原（LipL32及びLigA）を用いた新たなELISA法を開発し、実際の流行地域であ
るタイ、スリランカ及びベトナムから得たサンプルでその有効性を検討した。また、ベトナムでは主な媒介動物である
野鼠を調査し、レプトスピラの保菌状況を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Leptospirosis is wide spread disease especially in tropical developing countries, 
which cause symptom in human often severe to lethal. Early diagnosis and early treatment is quite importan
t to avoid bad outcome, but it is difficult to diagnose at early stage of disease by current diagnose meth
ods whose sensitivity and specificity are also insufficient to do complete diagnosis. With the diagnostic 
problem, we do not understand accurate epidemic status of leptospirosis in tropical developing countries. 
In this study, we developed a new diagnostic method based on ELISA with recombinant antigens (LipL32 and L
igA). We tested samples from epidemic area (Thailand, Sri Lanka and Vietnam) with this method. We also inv
estigated wild rats in Hanoi which are important vector of leptospirosis.
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１．研究開始当初の背景
 レプトスピラ症は熱帯途上国を中心に多
くの人々が罹患し、深刻な健康問題となって
いる。
す人獣感染症であ
類をはじめとする多くの哺乳類の腎臓に定
着し、尿中に排出される。ヒトへの感染はこ
うした尿またはそれに汚染された水系や土
壌と接触することにより成立する。
 レプトスピラ症に罹患しても早期に診断
できれば、有効な治療薬は多種あり、重症化
や致死的な転帰を回避することができる。し
かしながら、感染早期に診断
く早急な診断法の開発が望まれている
 また、流行地において公衆衛生学的に有効
な介入をするためにはヒト及び媒介動物に
おける疫学動態を把握する
況では十分な調査・解析はなされていない。
こうした状況を踏まえ本研究では、新規組み
換え抗原を用いた
開発と、それを一部応用して、レプトスピラ
症流行地域における疫学動態の把握を試み
た。 
 
２．研究の目的
(1)新規レプトスピラ組み換え抗原を作成し、
高感度・高特異度のレプトスピラ症診断のた
めの
 
(2)(1)
おけるレプトスピラ症の疫学動態を検討す
る。 
 
(3)レプトスピラ流行地の市街地に棲息する
げっ歯類のレプトスピラ保菌状況を明らか
にする。
 
３．研
(1)病原性レプトスピラである
interrogans
DNA をクローニングし、
及び
き抗原として大腸菌
法に用いた。
 

 
図 1. 
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など現地で行われている検査ではレプトス
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いる可能性があり今後の継続的、詳細な調査
が必要である。
 ③ベトナム：
LigA
受診時
た。LigA
は 3例が陽性であった。
 
(3)ハノイ市内のマーケット及びバスセンタ
ーの野鼠のレプトスピラ保有状況の調査を
行ったところ、マーケットで
センターにて
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